
下水道用

2023.1　改訂15版

■硬質塩化ビニル管



　この「施工ハンドブック」は、現場で直接、下水道
用エスロンパイプを配管される皆さまのご参考に
なるように編集いたしました。
　安全に施工をしていただくために、このハンドブッ
クを熟読のうえ、下水道の重要性をご理解され、現場
に適した施工をお願いいたします。
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1  配管標準図
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3. 支管•取付管標準配管例

ゴム輪受口自在曲管45°

GL

硬質塩化ビニル管用90°支管
または、
硬質塩化ビニル管用90°自在支管
または、
硬質塩化ビニル管用下水伸縮継手

鉄筋コンクリート管および
陶管用90°支管
または、
鉄筋コンクリート管用90°自在支管

鉄筋コンクリート管および陶管用90°自在支管

自在受口片受け直管

ゴム輪受口片受け直管
（取付け管）

・本管がヒューム管の場合
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2.保　管

〈保管例1. 〉

●梱包はなるべくとかないようにしてください。受入れ検査など
でといた場合などでも、少なくともゴム輪受口だけは再梱包し
てください。

●屋内に横置き
塩ビ管の反り、変形などを防止するため、平坦な場所に井げた
積み、または千鳥積みにして保管してください。

●屋外保管の場合
塩ビ管の反り、変形などを防止するため、遮光シートで覆い、
直射日光を避けるようにしてください。シートがけの場合は、
風通しがよくなるように注意してください。

●呼び径150以下は井げた積みとし、高さは1.5m以内にて仮置
きしてください。

●端部には必ず荷くずれ防止の端止め材を施してください。

井げた積み（呼び径150以下）

1m以内 1m以内 1m以内1m以内
管台（10cm角材など）

端止め板
遮光シート ロープ

1.
5m
以
内
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 運搬および保管2
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〈保管例2. 〉

●呼び径200以上は千鳥積みとしてください。
●積み上げ段数は、以下の表を参考としてください。
●端部には必ず荷くずれ防止の端止め材を施してください。

千鳥積み（呼び径200以上）

呼び径

200～300
350～450
500～600

5段以下
4段以下
3段以下

段 数

遮光シート

端止め材管台（10cm角材など）

1. 透明シートは効果がなく、管に悪影響をおよぼすので使
用しないでください。

2. 長期保管の場合はゴム輪部を取り外し、別保管をしてく
ださい。

3. 荷崩れ防止には十分気をつけてください。



No.65S

接着受口
接 合

工具類は接着受口接合の場合と同じです。
但し、スキマゲージ（直尺）、エスロン滑剤ベルソープが
必要です。

接着剤はNo.65Sその他は
ゴム輪接合と同じです。

塩ビ管用ホルソー
電気ドリル

接合剤
番線、シノ
油性ペン、ウエス
エスロンBV

エスロタイト、プライマー
#10
接着代記入、清浄用
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呼 び 径

掘削幅（cm）

150

70

200

70

250

80

300

85

350

90

400

100

450

105

500

110

600

135

標準掘削幅
タンパー転圧ができる掘削幅が必要です。

12

4  掘削



呼 び 径

掘削幅（cm）
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200
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250

80

300
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350
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400

100

450

105

500
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600
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標準掘削幅
タンパー転圧ができる掘削幅が必要です。
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1.ゴム輪受口の場合
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1.ゴム輪受口の場合
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 管の接合5



面取り幅

呼 び 径

使用量（g）

呼 び 径

標準位置（mm）

（面取り幅）（mm）

150

126

11

200

134

14

250

172

17

300

190

20

350

242

22

400

260

25

450

283

28

500

306

31

600

353

38

2.接着受口の場合
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2.接着受口の場合
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呼 び 径

夏期（分）

冬期（分）

呼 び 径

使用量（g）

呼 び 径
差し込み深さ
（標線位置）（mm）

エスロン接着剤No.65Sを必ず使用してください。

2.接着剤は事故防止のためエスロン接着剤No.65Sを使用
してください。

エスロン接着剤No.65Sを必ずご使用ください。

18



呼 び 径
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呼 び 径

L
（1号組み立てマンホール用）（mm）

外 径 D（mm）

20

 マンホールと管の接合6



 

呼 び 径

L
（1号組み立てマンホール用）（mm）

外 径 D（mm）
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直角

上流用マンホールと最終管との接合は下流用マンホール継手で接
合するが、管の長さを現場に合わせて適宜調整する必要があるた
め調整管（片受直管）を現場に合わせて切断し、面取り加工をおこなっ
た後、先に下流用マンホール継手と接合しておき、最終管と接合する。
　

調整管（片受直管）と下流用マンホール継手の場合

2t
約15°

標線

t ／ 2
1 t

2

3

4
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 管の芯出し7
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 管の固定8
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呼び径 呼び径 呼び径体 積 体 積 体 積
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 埋戻し9



呼び径 呼び径 呼び径体 積 体 積 体 積
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立ばり

マン
ホー
ル内
径

プラ
ス15

cm管高さの1/2
インバート幅

当木

番線

幅の最も広い部分で半割り
とする。

パイプ外径がインバート幅
になるように当木と番線で
固定する。

幅の調整

39

 インバート仕上10
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 支管・取付管の施行11



●再掘削した管の穿孔
土圧による応力が管に加わった状態で穿孔を行いますと、管を
破損する可能性がありますので、穿孔を行う位置から左右1m
以上の土砂を取り除いてから、穿孔作業を行ってください。
地下水が高い場合は、管周囲の地下水を排除してください。
その後、専用ホルソーで慎重に穿孔を行ってください。
刃が欠けたり、変形したホルソーを使用すると、管を破損する
可能性があります。

●支管取付け（間隔） ●施工ポイント

●事故事例（穿孔割れ）

芯間距離は、支管呼び径150以下で
70cm以上、支管呼び径200以上で
90cm以上としてください。

ホルソーは塩ビ管用を使用してください。

ホルソーが管に当たる際は、回転数を下げて慎重に穿孔し
てください。

寒冷期（5℃以下）の場合、管が固くなっており、ホルソー
のノッチにより破損する恐れがありますので、直接火が当
たらないよう薄い鉄製プレート等で管の穿孔箇所を覆い、
バーナー等で人肌程度に温めてから、慎重に穿孔作業を行っ
てください。

応力開放が不完全な状態での穿孔割れ事例
不十分な再掘削では穿孔割れ事故に繋がります

＜穿孔＞

70cm以上（支管呼び径150以下）
90cm以上（支管呼び径200以上）

①材料・工具の準備
塩ビ管用ホルソー

● ホルソーによる穿孔

●塩ビ管支管の接合の場合
1）穿孔及び清浄

70cm以上（支管呼び径150以下）
90cm以上（支管呼び径200以上）

1m以上 1m以上
（掘削） （掘削）

穿孔位置 穿孔位置

周クラック→

周クラック→

←周クラック

塩ビ管用ホルソーは取付管
の外径より3～5mm程度
大きいものを用意してくだ
さい。
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取付管呼び径
使 用 量

50



100g/ヶ所使用量

取付管呼び径 100～200

支管取付け接合剤使用量

ＢＶ 

1

2

3）エス口ンBVによる接合

エスロンBVの塗布
支管接合面にエスロンBVを塗布します。

接　合
本管穿孔部に支管を圧着し、シノなどを使用して
素早く焼なまし番線で締め付け圧着固定します。
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取付管呼び径
使 用 量

100g/ヶ所使用量

取付管呼び径 100～200

支管取付け接合剤使用量

ＢＶ 

1

2

3）エス口ンBVによる接合

エスロンBVの塗布
支管接合面にエスロンBVを塗布します。

接　合
本管穿孔部に支管を圧着し、シノなどを使用して
素早く焼なまし番線で締め付け圧着固定します。
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100

650
690
860
1050
1280

200～ 300
350～ 450
500～ 800
900～1350
1500～2000

125

800
960
1080
1350
1610

150

950
1040
1290
1650
1950

200

1280
1370
1680
2120
2400

取付管呼び径
本管呼び径

単位 ： g

1.ドレンタイトだけで接合する量を表示しています。

2.サドル型ヒューム管支管の場合の使用量は上表の約1.5倍
必要です。

支管取付けエスロンドレンタイト使用量
（ヒューム管用A型支管1ヶ所当り）

100

800
850
900
1000
1100

200～ 300
350～ 450
500～ 800
900～1350
1500～2000

125

900
950
1000
1100
1200

150

1000
1050
1100
1200
1300

200

1200
1250
1300
1400
1500

取付管呼び径
本管呼び径

単位 ： g

支管取付けエスロンドレンタイト使用量
（ヒューム管用S型支管1ヶ所当り）
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呼 び 径
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呼 び 径

59

 特殊工事12
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 配管上の注意事項13
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2kgセット（1kg入）もあります。
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2kgセット（1kg入）もあります。
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1kg入

200入×20ケ

■エスロンBV
　（塩ビ管用支管接合剤）

＜エスロンBV＞
　  下水道用硬質塩化ビニル管本管と支管の接合に
　  適した接合剤です。
リブパイプの支管接合には、漏水の恐れがあるため
塩ビ管用支管接合剤エスロンBVを使用しないで
ください。

＜エスロン接着剤No.65S＞
　  接着受口本管、接着受口取付け管継手の接合用です。
大口径管に塗布する場合、別途、塗布用のハケ
（市販品）をご用意ください。

呼 び 径
使用量(g)

100

15

125

20

150

30

200

55

250

90

300

125

350

175

400

220

450

275

500

350

600

525

■エスロン接着剤No.65S
　（低粘度速乾性）

■エスロン接着剤No.65S標準使用量

68



1kg入

200入×20ケ

■エスロンBV
　（塩ビ管用支管接合剤）

＜エスロンBV＞
　  下水道用硬質塩化ビニル管本管と支管の接合に
　  適した接合剤です。
リブパイプの支管接合には、漏水の恐れがあるため
塩ビ管用支管接合剤エスロンBVを使用しないで
ください。

＜エスロン接着剤No.65S＞
　  接着受口本管、接着受口取付け管継手の接合用です。
大口径管に塗布する場合、別途、塗布用のハケ
（市販品）をご用意ください。

呼 び 径
使用量(g)

100

15

125

20

150

30

200

55

250

90

300

125

350

175

400

220

450

275

500

350

600

525

■エスロン接着剤No.65S
　（低粘度速乾性）

■エスロン接着剤No.65S標準使用量
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環境・ライフラインカンパニー

東北支店

設備システム営業所 〒 980-6010  宮城県仙台市青葉区中央4-6-1（SS30）
　  022（217）0608

中部支店
土木システム営業所 〒 450-6642  愛知県名古屋市中村区名駅1-1-3（JRゲートタワー）

　  052（307）6802

西日本支店　建築営業部

中国設備システム営業所 〒 730-0017  広島県広島市中区鉄砲町7-18（東芝フコク生命ビル）
　  082（224）6251

近畿設備システム営業所 〒 530-8565  大阪府大阪市北区西天満2-4- 4（堂島関電ビル）
　  06（6365）4510

〒 920-0031  石川県金沢市広岡3-1-1（金沢パークビル）
　  076（231）4245

北 陸 営 業 所

〒 601-8105  京都府京都市南区上鳥羽上調子町2-2（京都研究所内）
　  075（662）3418

京 滋 営 業 所

〒 760-0023  香川県高松市寿町1-2-5（井門高松ビル）
　  087(821)2113

四 国 営 業 所

〒 001-0014  北海道札幌市北区北14条西4-2-1（ハーモネートビル）
　  011（737）6330

土 木 営 業 部

積水化学北海道（株）　営業本部

お 客 様 相 談 室

●お問い合わせは上記各営業所へ

　  03（6748）6480

設備システム営業所 〒 812-0033  福岡県福岡市博多区大博町1-2
　  092（271）1314

九州支店

沖 縄 営 業 所 〒 900-0032  沖縄県那覇市松山1-1-19（JPR那覇ビル）
　  098（943）2780

関東設備システム営業所 〒 330-0854  埼玉県さいたま市大宮区桜木町4 -333-13（大同生命さいたま大宮ビル）
　  048（646）0160

東日本支店　建築営業部
東京設備システム営業所 〒 105-8566  東京都港区虎ノ門2-10-4（オークラプレステージタワー）

　  03（6748）6518

甲 信 営 業 所 〒 390-0814  長野県松本市本庄1-3-10（大同生命松本ビル）
　  0263（38）1220

横 浜 営 業 所 〒 220-0004  神奈川県横浜市西区北幸2-8-4（横浜西口KNビル）
　  045（311）9115

東 関 東 営 業 所 〒 260-0028  千葉県千葉市中央区新町24-9（ウエストビル）
　  043（204）5070

静 岡 営 業 所 〒 422-8067  静岡県静岡市駿河区南町14-25（エスパティオ）
　  054（333）9810
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